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事業者名 株式会社ロフトコーポレーション

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

当社には、「不動産を介して、人と地域に貢献する」という企業理念があります。
社名にも使用している「LOFT　UP　CREATE（街も人もより高いステージへ）」というスローガンのもと、
生活環境の向上や地域の発展につながる仕事を目指しています。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取
組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境 社内共有システムを活用しペーパーレスを目指す
機密文書は溶解処理企業に再生委託し、シュレッダーゴミ
を全体の25％以下にする

・機密文書の溶解処理再生率
　2023年度（初年度）      60％
　2026年度（3年以内）　 75％

社会

経済

環境 フードドライブの参加と四葉のクローバー運動の推進
毎年、熊本県環境生活部 消費生活課　企画推進班で開催
されるフードドライブへ参加。四葉のクローバー運動推進
ポスターの社内掲示。

・フードドライブの参加
　2023年度（初年度）～2026年度（3年間）
毎年参加
・四葉のクローバー運動の推進ポスターの掲示
　2023年度～2026年度　継続掲示

社会

経済

環境 ジェンダー平等と多様性の推進
男女間の格差解消、女性管理職の比率向上、多様性のあ
る職場作りを目指す

・女性管理職の比率向上
　2023年度（初年度）　    5％
　2026年度（3年以内）　10％

社会

経済

安心・安全な住環境の提供に向け、お客様、従業員、地域社会、協力企業、行政、金融機関と連携し持続可
能な社会づくりに貢献致します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

機密文書の溶解処理再生率
初年度   30％達成
現在　　　60％達成

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

社内共有システムを活用しペーパーレスを目指す
機密文書は溶解処理企業に委託し再生する

機密文書の溶解処理再生率
初年度    30％
3年以内　60％

・情報共有グループウェア(Garoon)というシステムを導入し、情報共
有がWeb上で可能となりペーパーレスが進展。
機密文書の処理を、シュレッダーゴミから㈱エコポート九州への溶解委
託に変更し、社員へ再生利用の推進の実施。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

社員受講数
初年度　　1名
3年以内　社員の50％

前期の指標に対する実績

応急手当Web講習の社員受講
万が一の緊急事態に備え適切な応急手当を学ぶ

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

パソコンやスマホ等から受講できる　「一般市民向け 応急
手当WEB講習」の受講方法を定期的に社内に発信し、社
員の半数が受講完了。

三側面
（分野に☑）

7割の社員がZoomを導入し、継続的にWeb会議の実施
や、Web研修に参加。

Web会議の開催率
初年度  　10％達成
現在　　　 20％達成

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

社員受講数
初年度　1名達成
現在社員の50％(8名受講） 達成

Web会議の実施
時間の削減・コストの削減・資源の削減を目指す

Web会議の開催率
初年度  　10％
3年以内　20％経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


